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全世界におけるファイザー社の 2014 年度トップセール 10 製品は、神経障害性疼痛治療薬

「リリカ」、肺炎球菌ワクチン「プレベナー」、関節リウマチ治療薬「エンブレル」、消炎・

鎮痛剤「セレコックス」、高脂血症治療薬「リピトール」、ＥＤ治療薬「バイアグラ」、抗菌

剤「ザイボックス」、抗悪性腫瘍剤「スーテント」、高血圧治療薬「ノルバスク」、結合型エ

ストロゲン「プレマリン」の順でした＜以下のスライド参照＞。 

 

なお、世界市場売り上げトップの座は、ノバルティス社にあけわたし、２位にあまんじたも

のの、シェアでみると僅かに 0.6％の差でした＜以下のスライド参照＞。 

 



研究開発費の推移を見ると、ファイザー社は、2010 年には世界の全分野の企業を含めて

No.1 の開発費を誇っていました。しかし 2014 年でみると自動車産業、電気関連産業、Ｉ

Ｔ関連事業が急伸して上位を占め、ファイザーは第 15位にランクされました。 

2014 年度の日本法人の業績は、年商 5,020 億円であり、前年と比較して 5％のマイナス成

長、これは薬価改定の影響によるものです。2012 年以来の減収となりましたが、リリカ、

トビエース、インライタ、ザーコリなどの主力製品は堅調な推移を示しており、ファイザー

ジェネリックも堅調な推移を示しているとの見解でした＜以下のスライド参照＞。 

 

この売上を販促ベースで見ると、昨年同様１位を堅持しています。卸の販売レベルでみても

5位であることから、当面この地位を維持していくとのことでした＜以下のスライド参照＞。 

 

また、ファイザーの強みは、2010 年から日本で施行された新薬創出加算品目数ランキング

で 30 成分 55 品目と第 1 位であること＜以下のスライド参照＞に加え、2008 年から 2014

年までの間の承認取得数も第 1 位であることが製薬企業としての強みであるとのことでし

た。 



 

日本法人の中長期の経営方針/事業戦略として、東大とグローバルファイザーとの創薬共同

研究の契約を昨年 10月締結し、日本発の革新的な医薬品がいち早く開発されることに貢献

するとのことでした。 

その他に、コンプライアンス、社会貢献活動さらには多様性を会社の力に最大限活用するた

めに女性役員・ライン管理職比率の推進継続および 2015 年のテーマとして Owing a 

Growth Mindset（既成概念を打破し、熱意と勇気でビジネスを切り開こう）を強力に推進

していくとのことでした。 

                               以上 


